










































































































































































































































































































































































































































































































































































季御読経三月例寛元々・三・廿四季御読経始也宝治元・三 廿三同始文永五・三 廿二同始建治三・三 廿
　
同始

























月廿日に報告している。そして翌日の二月廿一日条において、頭書には「今 大服茶、勝負事有之、 」と書かれ、 「茶勝負」有とし、併せて裏書には過去の春の三月例実績を報告している記録がある。これによれば「寛元々・三・廿四季御読経始也」 （一二四三）の記述から、さらに徳治元年（一 〇六）までの記載があり、加えて「此
日本中世文化における「喫茶」の考察―公事と遊芸を中心に―
─	29	─




















でいるが、正慶元年（一三三二）の『光厳院宸記』にある懸物を伴う「飲茶勝負」から始まり、 『師守記』には「大服茶、勝負事有之」とあることから本稿では「茶勝負」とした。遊芸のひとつ「茶勝負」について述べるにあたり、本研究過程でこの「喫茶」 実態から新たな性質も明らかにでき ことを報告する。呼称は「 勝負」の他に飲茶勝負・茶寄合・四種十服茶等があり、茶の味 善し悪しを味わい、その産地を当てる遊び あった。
先行研究の中で、橋本素子氏は「南北朝期の闘茶」について『建
武式目』の茶寄合・連歌会を取り上げて、 「…その裏で莫大な賭博をしていたことが問題であって、茶寄合そのものを悪だといって禁じているわけではな のである」 （
　）と述べている。また、林屋
辰三郎氏は
















法各有賞 連綿相続、似無念、 （以下略）②正慶元年六月四日条今暁五壇 結願、昨日満七ケ日、而依為御衰日一日延行也、非














































































































































































































負」実施の記載がある。同様に、暦応三年から貞治元年（一三六二）の「茶勝負」記録九件のうち六件では、春の「季御読経」に準じた公事と連続して「茶勝負」が開催されていた。これは公事の法会行事と遊芸が一環 た行事の中で行われていた証跡と言えよう。天皇家・公家の茶は宮中の公事の中から育ま 、 「引茶」と「茶勝負」は天皇家の公事と、遊芸 嗜み ったことを表し、同時に不可分な関係でもあったと言ってよい。
すなわち、日本中世文化における「喫茶」は、公事と平行して行

































兼日定日時僧名。第二日引茶。第三日御論義。第四日朝座結願。（中略）貞観元年二月。請六十四口僧於東宮。読大般若経。今日起首。限三日訖凡貞観之代。毎年 季転大般若経。元慶元年三月。屈百廿口僧於紫宸殿限以三日。転読大般若経 今上践祚之後。二季修之。変貞観四季之例也。（中略）式部省行諸国一分除目事。御障子本正月廿一日清涼記云。前一日。 （中略）西宮記云。卿参省行之
三省政申事。
西宮記云。近代不行
中原家の年中行事書は『師遠年中行事』 、 『師元年中行事』 、 『師光年中行事』がある。これらも季御読経の文字は載るが「…西宮記云」と記しており『西宮記』等を先行書としている。また、藤原 4
─	34	─
































































































































































































































年 西暦 月日 登場人物 キーワード 内容 懸物の有無と内容 備考 公事











2 暦応３ 1340 2月17日 ― 十服茶 庚子、天晴、自今日予精進如例、今夜有十服
茶、今年初度也、有其興者也、勝負也、
無 釈奠


























































8 貞和元 1345 11月12日 陰陽師 十服茶 今日石塔日次被尋陰陽師、以詞計申之、使者
善覚、(頭書）「今日又有十□服茶、」
無










The Role of Tea in Medieval Japanese Culture 
―Tea in Imperial Rituals and as an Artistic 
Accomplishment―
TAMURA,	Taeko
In ancient times, the tea ceremony（kissa）, as represented in the imperial family’s 
seasonal religious ritual of kinomidokyo, involved partaking of tea（hikicha）and then 
after the religious ritual, serving tea（secha）to monks and the imperial household.  The 
religious and ceremonial element of the tea ceremony in kinomidokyo continued into the 
tea culture of the Middle Ages.
This article considers the actual role of the tea ceremony before it achieved the 
medieval simplicity for which it is well known.   Reference is made to such ancient codes 
of behavior as the Saikyuki（10C）, and for games around the tea ceremony to later 
records in the Moromoriki（14C）.
These materials demonstrate how tea-related practices in the kinomidokyo both 
persisted and evolved over time.  It can be seen how the development of the tea 
ceremony as a pastime, including games involving tea（chashobu）popular with the 
imperial family, supported the tea ceremony in achieving its status in medieval Japanese 
culture.
